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第５章 課題の整理 

１ 課題整理のために行ってきた市民協働活動 

（１）船来山に関わる現在の活動 

①船来山古墳群や本巣の歴史をテーマにした取り組み 

赤彩古墳の館特別開館や企画展、歴史文化探訪セミナー、小学校の総合学習等、船来山古墳群や本

巣の歴史を学ぶ活動について、表に整理する。 
 

表 5-1(1) 船来山古墳群や本巣の歴史を学ぶ活動状況 

 取り組み内容 参加者人数 備考 

平
成
十
七
年
度 

春特別開館 28 名  

秋特別開館 12 名 

浪漫ウォーク開催時の企画展・特別開館（2日間） 128 名 

小学校の総合学習（岐阜市西郷小、北方町北方小、ボランティア 1名） 40 名 

平
成
十
八
年
度 

春特別開館（5日間） 86 名 企画展の立ち上

げ開始 秋特別開館・企画展「宝珠古墳の里帰り」（3日間） 182 名 

小学校等の総合学習（席田小 60 名、岐阜市西郷小 13 名、ボランティア

1名、その他長野県高盛町等） 

131 名 

平
成
十
九
年
度 

春特別開館・企画展「本巣のまほろば-法林寺古墳群をはじめとして」（4

日間） 
133 名 語りべボランテ

ィア・歴史文化

探訪セミナー・

親子歴史体験教

室立ち上げ 

秋特別開館・企画展「宗慶大塚古墳をめぐる」（2日間） 149 名 

小学校の総合学習（外山小 19 名、土貴野小 45 名、本巣中 30 名、ボラン

ティア 5名、その他笠松町、養老町、長野県安曇野市） 

167 名 

歴史文化探訪セミナー「宗慶大塚古墳をめぐる」 講師：高木宏和氏 53 名 

平
成
二
十
年
度 

春特別開館・企画展「謎の古代寺院～席田廃寺の謎を探る～」（4日間） 322 名  

歴史文化探訪セミナー「席田廃寺をめぐって」 講師：八賀晋氏 99 名 

秋特別開館・企画展「いにしえの道 東山道をたどる」（3日間） 204 名 

歴史文化探訪セミナー「東山道と本巣」 講師：丸山幸太郎氏 66 名 

小学校の総合学習（外山小 12 名、一色小 41 名、本巣小 69 名、岐阜市木

田小 57 名、岐阜市網代小 40 名、ボランティア 12 名、その他関市） 

224 名 

本巣市学校教育センター、岐阜市小学校社会科部会研修 54 名 

平
成
二
十
一
年
度 

春特別開館・企画展「法林寺古墳群を訪ねて」（5日間） 214 名  

歴史文化探訪セミナー「法林寺古墳群」 講師：横幕大祐氏 48 名 

秋特別開館・企画展「戦国時代の船来山と祐向山」（3日間） 239 名 

歴史文化探訪セミナー「戦国時代の船来山と祐向山」  

講師：横山住雄氏 

49 名 

小学校の総合学習（一色小 35 名、岐阜市網代小 40 名、ボランティア 7

名、その他美濃市、稲沢歴史友の会） 

88 名 

平
成
二
十
二
年
度 

春特別開館・企画展「本巣は米どころ-船来山にみる条里制」（5日間） 316 名 小学校の夏休み

歴史体験教室開

始 
歴史文化探訪セミナー「条里制について～本巣郡条里を中心に」 

講師：竹谷勝也氏 

48 名 

秋特別開館・企画展「甲冑をまとった船来山の武人たち」（3日間） 541 名 

歴史文化探訪セミナー「船来山古墳群出土の短甲について考える」  

講師：滝沢誠氏 

66 名 

小学校の総合学習（一色小 31 名、本巣小 60 名、ボランティア 4名、小

学校の夏休み歴史体験教室：一色小「埴輪作り」15 名・ボランティア 6

名、真桑小「勾玉作り」30 名・ボランティア 4名、その他社会福祉協議

会、糸貫公民館講座） 

180 名 

糸貫チャレンジ 13 名 
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表 5-1(2) 船来山古墳群や本巣の歴史を学ぶ活動状況 

 取り組み内容 参加者人数 備考 

平
成
二
十
三
年
度 

春特別開館・企画展 

「大宝戸籍と本巣～詳細遺跡分布調査の成果を含めて～」（6日間） 

221 名  

歴史文化探訪セミナー「古代本巣の豪族と地域社会-栗栖太里はどこにあ

ったのか-」 講師：鈴木正信氏 

71 名 

秋特別開館・企画展 

「いにしえの本巣～本巣市詳細遺跡分布調査の成果から～」 

282 名 

小学校の総合学習（本巣小 71 名、ボランティア 3名、小学校の夏休み歴

史体験教室：席田小「土器作り」25 名、糸貫中「埴輪ストラップづく

り」10 名、真正中「土器・勾玉作り」4名、サマフェス歴史体験教室、

ボランティア 13 名） 

71 名 

糸貫チャレンジ 15 名 

平
成
二
十
四
年
度 

春特別開館・企画展「本巣国造～その秘宝～」（8日間） 229 名  

歴史文化探訪セミナー「古墳の魅力-古墳はなぜつくられたのか-」  

講師：中井正幸氏 

50 名 

夏休み歴史研究作品相談会（2回） 31 名 

夏休み歴史体験教室（土貴野小「勾玉づくり」54 名、席田小「雁木玉づ

くり」29 名、サマフェス歴史体験教室 50 名、ボランティア 20 名） 

153 名 

糸貫チャレンジ 15 名 

本巣市学校教育センター初任者研修 7 名 

社会科教員研修 15 名 

秋特別開館・企画展「船来山弥勒寺の文化財」（3日間） 238 名 

歴史文化探訪セミナー「船来山弥勒寺と弥勒寺官衙遺跡群」  

講師：田中弘志氏 

58 名 

平
成
二
十
五
年
度 

春特別開館・企画展「赤彩古墳に葬られた人々」（7日間） 306 名 ふるさと学習ロ

マンプロジェク

ト開始 

歴史文化探訪セミナー「骨が語る～古墳に葬られた人々～」 

講師：橋本裕子氏 

67 名 

夏休み歴史研究作品相談会 19 名 

夏休み歴史体験教室 

（席田小「土器づくり」13 名、サマフェス歴史体験教室 50 名） 

63 名 

糸貫チャレンジ 15 名 

本巣市学校教育センター初任者研修 7 名 

社会科教員研修 20 名 

秋特別開館・企画展「船来山古墳群の時代」 講師：長瀬治義氏 51 名 

ふるさと学習ロマンプロジェクト 171 名 

平
成
二
十
六
年
度 

春特別開館・企画展「前方後円墳の世界」（4日間） 224 名  

歴史文化探訪セミナー「前方後円墳の世界」 講師 島田崇正氏 51 名 

小学校の総合学習（外山小 13 名、一色小 82 名、真桑小 117 名、土貴野

小 29 名、席田小 120 名） 

361 名 

大阪府枚方市古文化愛好会 43 名 

本巣市学校教育センター初任者研修・社会科教員研修 9 名 

NPO にわ里ネット（犬山市青塚古墳管理 NPO） 5 名 

秋特別開館・企画展（3日間） 465 名 

歴史文化探訪セミナー「黄泉の国への招待～船来山古墳群の時代に」 

講師：成瀬正勝氏 

54 名 

ふるさと学習ロマンプロジェクト のべ 230 名 
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表 5-1(3) 船来山古墳群や本巣の歴史を学ぶ活動状況 

 取り組み内容 参加者人数 備考 

平
成
二
十
七
年
度 

春特別開館・企画展「花開く席田郡～席田郡家推定地発掘調査速報店」

（4日間） 

748 名  

歴史文化探訪セミナー「席田郡建郡と古代の豪族」 講師：北村安裕氏 61 名 

小学校の総合学習（席田小 59 名、外山小 13 名、弾正小 57 名） 129 名 

高砂ふれあいサロン 30 名 

法林寺自治会出前講座 37 名 

岐阜市又丸ふるさと歴史文化講座 20 名 

市内小中学校初任者研修 25 名 

秋特別開館・企画展（3日間） 397 名 

席田郡建郡 1300 年記念市民報告会 261 名 

船来山 24 号墳出土品帰還展 1034 名 

歴史文化探訪セミナー「鏡から見た船来山古墳群」 講師：林正憲氏 119 名 

ふるさと学習ロマンプロジェクト のべ 767 名 
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②ふるさと学習ロマンプロジェクト 

歴史ロマンを感じてもらうために、立ち上げられた講座で平成 26 年度から行われている。小中学

生（とその保護者）が対象で、会員登録をして参加する仕組みとなっている。 

船来山古墳群をはじめ、遺跡など歴史資源を対象に、見学や様々な体験を通して、学び考える活動

が行われている。 

 

表 5－2 平成 27 年度の講座内容 

日にち 時間 内容 会場・集合場所 

4 月 26 日(日) 9:30～12:00 開講式・船来山草刈ボランティア 

※刈り取った雑草で次回草木染を行います 

船木山弥勒寺 

5 月 2日(土) 9:30～12:00 船来山古墳群企画展見学・歴史体験教室 

草刈ボランティアの成果！草木染体験 

富有柿の里 古墳と柿の館 

5 月 9日(土) 13:30～16:00 春の歴史文化探訪セミナー         

「席田郡建郡 1300 年（仮題）」 

講師 北村安裕氏（岐阜聖徳学園大学）                      

富有柿の里 柿センター 

6 月 28 日(日) 13:30～16:00 第 1 回船来山ワークショップ 

船来山古墳群の未来を語ろう～ 

岐阜農林高校生古墳測量調査成果発表 等 

富有柿の里 柿センター 

7 月 18 日(土) 9:30～16:00 約 1300 年前のムラの展示を見学しよう 

遺跡の森の中の博物館を見学しよう 

富加町郷土資料館 

美濃加茂文化の森市民ミュ

ージアム 

8 月 8日(土)    

雨の場合は 9日(日) 

9:30～12:00 船来山古墳群測量体験（前方後円墳測量）・夏

休み歴史研究作品相談会                             

富有柿の里 柿センター 

9 月 26 日(土) 

雨の場合は 27日 

13:30～16:00 第 2 回船来山ワークショップ 

船来山古墳群の未来を語ろう 

富有柿の里 柿センター 

10 月 24 日(土) 9:00～14:00 文殊の森清掃活動 山口城から船来山を眺めよ

う！活動後は収穫祭（バーベキュー）！                             

文殊の森、山口城 

11 月 7 日(土) 

雨の場合は 8日(日) 

9:00～12:00 第 3 回船来山ワークショップ 

船来山草刈ボランティア、古墳さがし  

船来山古墳群の未来を語ろう 

岐阜農林高植生調査発表 

富有柿の里 柿センター 

11 月 22 日(日) 9:30～12:00 船来山古墳群秋の企画展見学・歴史体験教室 富有柿の里 古墳と柿の館 

12 月 12 日(土) 

12 月 13 日(日) 

12/12 

13:30～16:00 

12/13 

13:30～16:00 

席田郡建郡 1300 年記念古代と未来のかけ橋 

船来山古墳群報告会 

上保旗本大島家創作朗読劇「柿の殿様」の上演 

すこやかセンター 

1 月 16 日(土) 13:30～15:00 船来山 24 号墳出土品帰還記念 

鏡づくり、鏡チョコレートづくり 

富有柿の里 古墳と柿の館 

1 月 23 日(土) 13:30～16:00 船来山 24 号墳出土品帰還記念 

歴史文化探訪セミナー 

「鏡から見た船来山古墳群」 講師：林正憲氏 

富有柿の里 柿センター 

3 月 6日(日) 13:30～16:00 船来山ワークショップ成果報告会・閉講式  
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③語りべボランティア 

語りべボランティアは、平成 19 年（2007 年）に設立された無償ボランティア団体である。 
船来山古墳群を拠点にしているが、根尾谷断層、山口城跡等、市内のほかの遺跡にも活動を広げ、

歴史をつなげるように活動を展開している。 
 

【船来山古墳群における語りべボランティアの活動】 

○語りべ活動 

毎年 2 回、春のゴールデンウィークと秋の祭日に行われる古墳と柿の館での特別開館事業では、

展示内容の案内・語りべ活動、「鏡づくり」等の親子歴史体験教室のサポートをしている。 
平成 25 年（2013 年）より、ボランティア手作りの創作紙芝居で語りべ活動を始め、ボランティ

ア手書きの絵で手作り感があり好評を得ている。 
○船来山古墳群保全活動（環境整備ボランティア） 

平成 23 年（2011 年）より、船来山古墳群の保全のために、雑草や雑木を除去する清掃活動を実

施している。 
清掃活動は、船来山古墳群検討委員会委員の先生方や市文化財保護審議会委員の先生方（樹木医）

に現地を視察していただき、今後の保全の方法等指導を受けながら実施している。 
清掃活動では、参加者に古墳にまつわる言い伝えなどを語っている。 
また活動の中で、雑草の下から新たに 291 号墳が発見されている。 

○ふるさと学習サポート活動 

平成 25 年（2013 年）に、近隣の県立岐阜農林高等学校と船来山古墳群古墳測量体験学習を実施

している。高校生の指導の下、受講生の小中学生、保護者をボランティアがサポートし体験学習

が行われた。 
 

④船来山古墳の会 

古墳の研究・紹介活動の実施、会員相互の古墳に関する知識の向上と、船来山古墳群を取り巻く歴

史的意義とその保存に向けた活動を目的とした会で、2009 年 12 月に設立された。 
船来山古墳群の現地研修会のほか、他地域の古墳見学会や土器や古墳の副葬品をつくる体験等の活

動が行われている。 
 

⑤船来山古墳群のキャッチコピーおよびマスコットキャラクター 

○キャッチコピー（2013 年度募集・決定） 

2013 年 11～12 月に船来山古墳群の素晴らしさを一言で表したキャッチコピーを募集し、2014
年に 2 回の選考によって、以下のものに決定された。船来山古墳群の特別開館やふるさと学習の

広報、宣伝などの際に活用されている。 

 「古代と未来のかけ橋 船来山古墳群」 

○マスコットキャラクター（2014 年度募集・決定） 

船来山古墳群のマスコットキャラクターの募集により、46 作品の応募があり、2015 年の 2 回の
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選考によって、図 5-1 の作品に決定された。船来山古墳群

特別開館やいろいろなイベントで活用されている。 
 

○マスコットキャラクターニックネーム（2015 年度募集） 

2015 年度には、マスコットキャラクターのニックネームが

募集され、集まったニックネームから選挙によって選ばれる

予定である。 

 

 

図 5-1 マスコットキャラクター  

 

（２）市民協働の取り組み（ワークショップ） 

船来山古墳群の史跡指定や地域による保存活動を展開していくためには、地域住民をはじめ、市民

の船来山古墳群への関心を高め、地域の宝として史跡を大事にしていこうという史跡保存に繋がる認

識を高めることが重要である。 
そこで、船来山や船来山古墳群のことを知りたい、語りたいという市民に参加していただき、船来

山や船来山古墳群の未来について語り合い、今後、よりたくさんの人に関心をもち、来てもらうため

の方法などについて考えるワークショップを行った。 
ワークショップは、全 3 回にわたり実施し、最後に成果報告会を行った。参加者は、ふるさと学習

ロマンプロジェクト受講生や糸貫公民館郷土の歴史文化教室受講生、岐阜農林高等学校生徒、岐阜女

子大学文化創造学部学生、語りべボランティア、文化財保護審議会等、各回 30～50 名の方々がみら

れた。 
以下に、各回の実施概要と、船来山や船来山古墳群に対する主なご意見等を整理する。 
なお、ワークショップの結果を広報した「ワークショップ通信」は資料編にまとめた。 
 

表 5-3 ワークショップの実施概要 

回数 日時 開催場所 実施概要 参加人数 

第 1回 

平成 27 年 

6 月 28 日（日） 

13：30～16：00 

富 有 柿 の

里 柿 セ ン

ター 

1.国指定を目指す船来山古墳群について

の説明、紀伊風土記の丘見学報告 

2.岐阜農林高古墳測量調査成果発表 

（教育長へ模型贈呈式） 
[ワークショップ] 

3.船来山古墳群について語ろう！ 

52 名 

第 2回 

平成 27 年 

9 月 26 日（土） 

13：30～16：00 

1.前回ワークショップの振り返り 

2.岐阜女子大学船来山民俗調査結果発表 
[ワークショップ] 

3.船来山古墳群の未来を語ろう！ 

35 名 

第 3回 

平成 27 年 

11 月 7 日（土） 

9：00～12：00 

1.前回ワークショップの振り返り 

2.岐阜農林高古墳測量調査成果発表 

3.船来山草刈体験作業・古墳探し 

 赤彩古墳見学 

30 名 

成果 

報告会 

平成 28 年 

3 月 6 日（日） 

13：30～15：00 

1.船来山ワークショップ成果報告会 

2.閉講式 30 名 
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①第 1回ワークショップ 

第 1回ワークショップでは、国指定史跡を目指す船来山古墳群について、出土品やその価値、古墳

築造当時この地域が政治的にどのような位置づけにあったかなどの説明を聞いた後、昨年視察した和

歌山県紀伊風土記の丘について写真を見ながら振り返りを行った。 

また岐阜農林高等学校が中心になって実施している古墳測量調査や里山の植物調査について、生徒

がその方法や成果を説明した。 

その後の話し合いでは、参加者全員が 3班に分かれて、船来山古墳群について自由に意見交換を行

った。話し合いで出された主な意見について分類整理したものを図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 第 1 回ワークショップにおける主な意見(1) 
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図 5-3 第 1 回ワークショップにおける主な意見(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回ワークショップの様子 
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②第 2回ワークショップ 

第 2回ワークショップでは、第 1回で出された意見をもとに、「古墳を生かした楽しみ方」「船来山

を生かした楽しみ方」「船来山周辺の観光資源等と連携した楽しみ方」「船来山の PR 方法」の４つの

テーマを設定し、参加者を４班に分けてアイデアや意見を出し合った。テーマごとに設けたテーブル

を 15 分ごとに班で移動しながら、全員が４つのテーマについて話し合えるようにした。 

話し合いで出された主な意見について分類整理したものを、図に示す。 

このほか、岐阜女子大学の学生が地元の方に聞き取り調査を実施した「山谷地区 船来山の山神様」

と「舂稲神社について」の発表が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 第 2 回ワークショップにおける主な意見(1) 

・古代人の装束を着て写真を撮ってみたい。 

・土器・レプリカを見るだけでなく作ってみるなど、古

代体験がしてみたい。 

・子供向けナゾナゾツアーはどうか。 

・考古学者と発掘調査をしてみたい。 

・発掘資源の分析・分類に参加したい。 

・古墳の状態を調べて模型をつくりたい。 

・子供会を活用して、古墳に親しみたい。 

・子どもだけでなく、生涯教育の場として考古学の教室

を開いてほしい。 

・古墳めぐりのオリエンテーリングをしたり、マップを

作るとよいのでは。 

・身近にある祭礼との関係を知りたい。 

・古墳手帳を作って配布したい。 

・古墳めぐりの遊歩道があるとよい。 

・遊歩道をめぐって時代別の古墳を見たい。 

・誰でも登れる遊歩道があって、濃尾平野の広大な眺めを楽しみたい。 

・遊歩道と古墳の説明の看板が必要である。 

・古墳の中へ入って見ることが出来ると良い。 

・石室が復元されるとよい。 

・古墳の全形が復元されていて、登ったり写真を撮った

りできるとよい。 

船来山古墳群を知る入

口が必要（地元の人々

も含めて） 

可視化する 

発展的なプログラムに
つなげる 

遊歩道を整備する 

・古墳の位置と形が良く分かるように樹木を切った方がよい。 

・頂上から 360°見渡せるようにして古墳を見ながら散策したい。 
環境整備をする 

どんな遊歩道が 
良いか？ 

・最近の知識を学べる場がほしい。 

・赤彩古墳のすごさを知らせたい。 

・３世紀～７世紀までの古墳の変遷を多くの人に知っ

てもらいたい。 

学習の場 

子供も楽しめるプログ
ラムを提供する 

テ－マ１ 古墳を生かした楽しみ方 



 
第５章 課題の整理 

5-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-5 第 2 回ワークショップにおける主な意見(2) 

 

 

資源調査 
船来山の 

（古墳群） 

以外の資源とは 

自然 

・里山として活用されていた時代の、山菜、薬草など資源調

査をしてはどうか。 

・年寄りの話を元に資源としての植物動物を探してはどう

か。 

・蓑虫山人に描かれた風光明媚な船来山の風景を紹介したい。 

・タカの渡りコースなので、見学会を開催したらどうか。 

・保存すべきところと活用できるところをはっきりさせて、自然をこわさないようにし

たい。 

・古代は紅葉の名所だったので、再び紅葉の名所にしたい。 

・「船来山のもみじ葉」とはどんな様子かイメージできるエリアを作りたい。 

・桜山にしてもいいのではないか。 
環境づくり 

・遊歩道とビューポイントがあるとよい。 

・樹木名板や鳥の巣箱を設置するとよい。 

・散策路の沿道で春夏秋冬を通して植物を学べる環境作りをしてほしい。 

・船来山をフットパスにして、カフェ、トイレなどもあるとよい。 

・奥の院に行くまでの山道を遊歩道にしたい。 

・古代巡路として整備したい。 

・山神の場所など、周辺資源の説明板が必要である。 

遊歩道の整備 

・写真・絵画・俳句など船来山をテーマに作品を作る。 

・古代米を食べるイベント。 

・落ち葉・花を使って押し花や、植物リース、置物を作る。 

・古代のアクセサリー（ネックレス、キーホルダー、指輪）を作る。 

・草木染めや土器をつくる。 

・歴史資源ツアーをしたい。 

・船来山オリエンテーリング 

・ツブラジイのクッキー、ドングリ茶などを作る。 

・イベントは学校行事に組み込まないと長続きしないと思う。 

イベント・体験を 
実施 

・船来山が詠まれた各種の和歌を紹介したい。 

・藤原定家の山荘伝承や智勝院の墓調べの紹介をしたい。 

・船来山焼きを再興したらどうか。 

・古墳時代の衣・食・住・祭や豪族の姿を探求してみたい。 

・寺で座禅会を開いてはどうか。 

・土器や雁木玉、とんぼ玉作りをしたい。 

・歴史に関わる場所に立札で紹介をした方がよい。 

歴史・文化 

テ－マ２ 船来山（自然資源、文化・歴史資源）を生かした楽しみ方 
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図 5-6 第 2 回ワークショップにおける主な意見(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・柿の里、スポーツプラザ 

・道の駅 

・もんじゅの森 

・モレラ 

・（新）用水路 

・キャンプ場、BBQ 

・柿など、地域の食べ物を使って PR する。 

・席田用水、条里制 

・継体天皇の言伝え 

・古田織部 

・うすずみ桜（春） 

・多くの神社・仏閣 

・文楽 

・名古屋城の石垣として運ばれた跡 

・これら歴史を体験する巡路を指定する。 

・船来山の表記の変遷を掘り下げてみたい。 

・本巣の昔話を集めたい。 

・まず知ってもらうことが重要である。 

・観光紹介センターで紹介する。 

・情報誌に取り上げてもらう。 

・観光業界へ PR する。その一番は国指定になることではないか。 

・たくさんの歴史要素をコーディネート（寺＋船来山、神社＋船来山、真

桑文楽＋船来山、船来山＋薄墨桜、温泉）して、新しい魅力を作り出す。

古代史の里にする。 

・樽見鉄道や東海環状の糸貫インターと連携し、観光ツアー、バスツアー、

イベント鉄道などを行う。また、ツアーマップを作って公開する。 

・ランニング、ウォークラリー、自転車などで回れるようにする。 

・船来山の案内人を作る。 

・キャラクターを作る。 

・今のままでは分かりにくい。資源を知らせるサインが必要である。 

・行政の取り組みは大事である。 

歴史資源 

新しい資源 

連携方法 

（伝え方） 

テ－マ３ 船来山周辺の観光資源等と連携した楽しみ方 
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図 5-7 第 2 回ワークショップにおける主な意見(4) 

 

・有名人を招き、マスコミ報道を大々的に宣伝する。 

・メディア（新聞、ラジオ、テレビ等）で発信する。若い人向けにはネットの情報

を充実させる。 

・ブラタモリのような紹介番組をケーブル TV で作り、放送する。 

・これまでの体験活動等を DVD にして分かりやすく、広報し、配布する。 

・船来山で wifi を使えるようにして、スマフォなどで簡単に情報を採れるように

する。 

・船来山の歴史に関わる場所や古墳のツアー、周辺の歴史・文化・自然の資源とつ

なげたツアーを行う。 

・古墳のペーパークラフトイベント 

・古墳で野外芸術作品展 

・春と秋の企画展を継続し、しっかり広報する。 

・現代の課題とつながる昔の知恵、環境、健康 

・他市の古墳の所在地と組んで、お互いを PR しあう。 

・樽見鉄道に宣伝をお願いする。 

・モレラで広告 

・古代史巡路として整備する。 

・素人に分かるように可視化された散策路がよい。 

・今後の事だが、自動車道の道路下の空間を利用してモレラから船来山までの連絡と遊

びのエリアをつくる。 

・大きなマップ、案内板、宿泊・食事処の情報等が必要である。 

・船来山と糸貫川との結びつきを説明した案内板を設置して、一緒にもやい舟を置くと

よい。 

・建築物は古代様式の船来山道の駅があるとよい。 

イベント 

連携の対象 

マスコミ等による情

報発信 

地域連携 

遊歩道 

前提条件：（地域での準備） 

・人を集めるためには、駐車場等のインフラを整備する必要がある。 

・船来山までのアクセスを改善する必要がある。 

・各学校の行事として、船来山を見学するなど、本巣市内の小中学生へもっと PR しないといけな

い。 

・地元の理解を高める必要がある。 

・柿のお菓子など、地元産業の活性化につなげる。 

・船来山の資源や古墳の分析・分類調査をより一層進める。 

・国指定史跡としての指定を実現するためには、戦略的に進める必要がある。 

看板・マップ 

地域の意識 

インフラ 

調査・戦略 

テ－マ４ 船来山の PR 方法 
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③第 3回ワークショップ 

第 3回ワークショップは、第 2回ワークショップの振り返りを行った後、岐阜農林高等学校の生徒

による植物調査の結果発表が行われ、調査した 3 箇所の樹林の違いや特徴について説明を受けた。 

その後、赤彩古墳のある古墳群エリアへ移動し、古墳を覆う草刈り体験や刈り取られたクズのツル

でリースの土台作り、赤彩古墳の見学を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜農林高等学校の生徒による植物調査の結果発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古墳周辺の草刈体験の様子 
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④成果報告会 

3 月 6 日（日）に実施された成果報告会では、第 1回～第 3回のワークショップの内容を振り返り、

その結果得られたこれからの船来山古墳群をめぐる課題が参加者に報告された。 

表 5-4 は、成果報告会での参加者へのアンケート結果であるが、ワークショップに参加したことで、

船来山古墳群への理解が深まっていることが分かる。また、こうしたワークショップに、より多くの

市民が参加する機会があると良いと思うか？について、100％が賛同している。 

参加者は、今後も船来山古墳群の情報に触れたいと望み、学習を深めたい、体験プログラムに参加

したい、古墳群を守るための活動、自然環境保全の活動に参加したいと考えている様子がうかがえる。 

ワークショップで様々な市民の意見を得ることができただけでなく、参加による船来山古墳群への

関心度の高まりという効果も得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果報告会の様子 
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表 5-4 成果報告会での参加者アンケート結果 

平成 27 年度ふるさと学習ロマンプロジェクト 

船来山古墳群ワークショップ（船来山カフェ）に参加しての感想アンケートの結果 

１．ワークショップに参加して、船来山古墳群につい

ての理解は深まりましたか？ 

 

４．このようなワークショップに、より多くの市民が

参加する機会があった方が良いと思われますか？ 

 

２．3 回のワークショップのうち、もっとも印象に残

った回、楽しかった回はどの回ですか？ 

 

５．今後も船来山古墳群の新しい情報にふれる機会が

あれば参加してみたいと思いますか？ 

 

３．今回のワークショップに参加して、良かったと思

われますか？ 

 

６．今後船来山古墳群の保全と活用に向けて、個人的

にやってみたいことは何ですか？ 

 

  

はい

70%

いいえ

0%

どちら

ともい

えない

26%

未記入

4%

思う

100%

思わな

い
0%

どちらと

もいえ

ない

0%

未記入

0%

第1回

4%

第2回

39%

第3回

35%

未記入

22%

はい

87%

いいえ

0%

どちら

ともい

えない

13%

未記入

0%

思う

78%

思わな

い
0%

どちらと

もいえ

ない

18%

未記入

4% 15

13

12

11

5

6

8

1.船来山古墳群についての学習を深める

2.船来山古墳群の発掘等の体験プログラムへの参加

3.船来山古墳群を守るための活動

4.船来山古墳群周辺の自然環境の保全

5.船来山古墳群やその周辺を含めた観光案内等

6.船来山古墳群等の情報発信

7.その他
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２．課題 

（１）船来山の魅力や価値の保存・活用に向けた課題 

○未発見・未調査の古墳の継続的な調査・研究による船来山古墳群のさらなる実態解明 

船来山にはまだ発見されていない古墳や調査されていない古墳も多く、発掘調査や分析等研究の継

続により、実態を解明し、さらなる明確な価値付けを行うことが必要である。 

 

○船来山古墳群の価値や魅力を学べる機会の継続と充実 

現在、船来山古墳群については、ふるさと学習ロマンプロジェクトや語りべボランティアの活動等、

行政やボランティアによる船来山の歴史を学ぶイベントや展示等によって学ぶことができる。 

しかし船来山古墳群の価値や魅力について、近隣住民をはじめ、市民にあまり認識されていないの

が現状であり、今後も、分かりやすく、興味をそそる体験や学習機会を継続して提供し、さらに充実

していくことが求められる。現地で古墳（石室など）を見て体感することが重要な要素であり、その

ための環境整備が必要である。 

 

○船来山の自然環境や眺望を有効活用できるような環境整備が必要 

船来山は平野部では樹林を伴う貴重な緑で、自然環境や景観上、重要な位置づけにある。現状にお

いても、アベマキやコナラ等の里山的な樹林や地域の特性をあらわすコジイ林等の樹林環境、尾根部

から見渡せる眺望など、ポテンシャルの高い資源の要素を持つ。 

しかし現状のままでは薄暗い林内や繁茂する草などで見通しが悪い状況があり、自由に歩ける歩道、

眺望が楽しめる場所も一部に限られている。身近に訪れ、保存や活用のための活動が心地よく行える

ような環境整備が求められる。 

 

○古墳や自然環境を壊さないよう保全と活用のバランスを考慮 

発掘された古墳の中には、むき出しの状態のままで風化・劣化の進むものもあり、早期の保全対策

が必要である。また樹木の伐採等を伴う発掘調査や測量調査、活用のための環境整備等において、里

山としての自然環境や景観的な価値にも考慮することが必要である。 

 
（２）船来山古墳群と周辺資源との役割分担や連携可能性についての課題 

○広域観光による地域活性化を視野に入れた市内外関連資源との連携 

船来山を特徴づける歴史的な背景をみると、市内外の古墳群やその他歴史・文化資源と強く関連し

ていることが分かるが、現状では相互の関連や物理的なアクセスの面で十分とは言えない。歴史的な

関連性等、理解を深める工夫や利用しやすいアクセス環境の整備が求められる。 

 

○既存施設の活用、関連施設との統合・整備による機能集約と強化 

既存の関連施設として市内に分散している 3箇所の民俗資料館は十分にその機能が活かされていな

い状況にある。これらの収蔵物や機能を「古墳と柿の館」や「赤彩古墳の館」と集約することにより、

本巣市の歴史・文化・民俗が学習できる拠点としての機能が強化され、市民が利用しやすい施設にな

るとともに、管理・運営の効率化が図れることが期待できる。 
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（３）事業推進上の課題 

○史跡指定に向けた発掘等調査継続のための地権者の理解・協力 

船来山は多くを私有地が占めているが、史跡指定への動きがある中で、さらなる実態解明の調査の

ために、地権者の理解・協力は不可欠である。 

 

○行政内各部署との連携、役割分担 

船来山は、都市計画や景観計画等のまちづくりや学校教育、生涯学習、自然環境保全等、多様な分

野が関わり、地域の活性化や地域を知る教材等としての活用への期待が大きい。船来山古墳群や周辺

資源と連携した保存・活用に向けては、これらの行政内各部署との役割分担の明確化と相互の連携に

より、効率的・効果的な事業推進を図ることが必要である。 
 

○古墳や船来山の維持管理、保全・活用の様々な活動を運営するための人材の確保・育成 

船来山をより良い状態で次世代へ継承するため、これまで関わってきたボランティアグループや研

究者をはじめ、地域住民や児童生徒・学生等を含めた多様な人材が関われるような管理・運営体制を

つくり、次世代に向けた人材育成等、長く継続できる活動を推進することが重要である。 
 

○持続可能な管理・運営のための財源の確保 

管理・運営のためには一定の財源確保が課題となるが、各種補助金や基金等の活用のほか、産業を

活かした地域ブランド商品の開発といった自ら収益を生み出す取り組みをする等、安定した管理・運

営を目指すことが望ましい。 
 


